
力学的エネルギーの保存
4.3 落下体の位置と速度の測定

予習項目

物理学実験指針の該当ページをよく読みなさい。

(1) 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギーとは何か？概念や定義をノートに
書け。

(2) 力学的エネルギーの保存則とは何か？ノートに書け。

(3) 問1~3の解答をノートに描け。



仕事とエネルギーを考えるために、滑走体の運動
を考えよう。

大きさが一定の力𝐹𝑥を加えて、質量mの滑走体
を動かすとき、滑走体の位置が𝑥変位した。この
とき、力は物体に仕事𝑊をしたという。仕事は次
の式で表す。

𝑊 = 𝐹𝑥𝑥

滑走体に力が加えられたので、滑走体の速度が変
化する。変位xだけ移動する間に、速度がv1から
v2に変化したとする。

このとき、滑走体の運動の状態を表す運動エ

ネルギーKを𝐾 =
1

2
𝑚𝑣2のように書くことにす

ると、

物体に行われた仕事と運動エネルギーの間に
は次の関係が成り立つ。

𝑊 = 𝐾2 − 𝐾1 =
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この関係を仕事と運動エネルギーの定理と呼
ぶ。
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次に、重力のポテンシャルエネルギーを考える
ために、物体の垂直方向の運動を考えよう。

物体を高さℎ1から初速𝑣1で投げ上げ、高さℎ2を
通過させる。重力(−𝑚𝑔)が物体にした仕事は、
物体に作用した力と移動距離の積なので、

𝑊 = −𝑚𝑔(ℎ2 − ℎ1)

となる。仕事と運動エネルギーの定理から
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が成立する。
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左辺、右辺の第2項目は、基準からの高さだけ
で決まる量で、ポテンシャルエネルギーU（こ
こでは重力ポテンシャルエネルギー）と呼ぶ。
この関係は、任意の時刻で成り立つので、次の
ように書く。

𝐾1 + 𝑈1 = 𝐾2 + 𝑈2

この関係は、任意の時刻で成り立つので、力学
的エネルギーの保存則と呼び、𝐾 + 𝑈 = 𝐸で得
られる結果を力学的エネルギーと呼ぶ。
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次の場合、どのようなグラフが書けるだろう
か？ノートにグラフを描け。

物体を自然落下させる。

問１物体の運動(位置、速度、加速度)はどう時
間変化するだろうか？

問２物体の運動エネルギー、重力のポテン
シャルエネルギー、力学的エネルギーはどう時
間変化するだろうか？

問３物体の運動エネルギー、重力のポテンシャ
ルエネルギー、力学的エネルギーと、物体の高
さの関係はどうなるだろうか？


